
一
八
二
七
年
ロ
ン
ド
ン
市
ガ
イ
病
院
の
ブ
ラ
イ
ト
医
師
（
国
‐

の
冨
己
犀
億
三
弓
窓
‐
屍
認
）
が
《
《
”
ｇ
自
尉
旦
冒
＆
旨
巴
○
閉
隅
》

陥
汚
ｇ
ｇ
ａ
昏
四
ａ
①
乏
旦
篁
吊
耳
鼻
言
、
芸
①
留
日
冒
○
ョ
の
四
国
ロ

２
局
ａ
ｓ
開
閉
舟
９
画
届
貯
吊
ロ
８
８
三
○
３
己
シ
コ
胃
○
日
『
》

（
く
○
盲
目
巴
）
（
以
下
「
本
書
」
）
を
出
版
し
た
意
義
に
つ
い
て
は
、

近
代
腎
臓
病
学
の
父
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
一
九
世
紀
前
半
に
始

ま
っ
た
化
学
分
析
を
利
用
し
た
臨
床
病
理
学
的
考
察
の
濫
膓
と
し

て
の
高
い
評
価
は
、
欧
米
で
は
屡
々
研
究
さ
れ
、
紹
介
を
さ
れ
て

い
る
所
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
書
が
出
版
当
時
高
価
で
あ
っ
た
事
、
二
五
○
部
の

出
版
の
多
分
約
半
数
も
売
れ
な
い
中
に
、
出
版
元
の
火
災
が
あ
り
、

本
書
の
再
版
、
翻
訳
も
な
く
、
稀
観
本
と
な
り
、
ま
た
腎
臓
病
学

の
模
索
の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
と
く
に
本
邦
で
は
こ
れ
ま
で
ブ
ラ
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Ｒ
・
ブ
ラ
イ
ト
医
師
の
震
”
ｇ
ｏ
烏
旦
冨
の
ｇ
‐

且
○
四
ｍ
の
の
・
・
（
勗
冒
）
（
く
○
巨
）
の
内
容
に
つ

い
て

会
田
恵

イ
ト
医
師
の
業
績
と
本
書
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
間
接
的

断
片
的
な
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

演
者
は
、
最
近
本
書
を
入
手
し
、
親
し
く
接
し
て
日
も
浅
い
の

で
あ
る
が
、
具
体
的
な
内
容
を
概
略
紹
介
す
る
。

本
書
は
標
題
の
様
に
、
九
十
例
の
症
例
に
つ
い
て
の
入
院
後
の

症
状
と
治
療
に
よ
る
経
過
、
死
亡
後
の
詳
し
い
病
理
解
剖
所
見
（
各

臓
器
の
重
量
の
記
載
は
な
い
）
が
述
べ
ら
れ
て
二
三
一
頁
に
及
び
、

巻
末
に
は
な
お
色
彩
鮮
明
な
臓
器
の
図
版
（
外
観
と
一
部
は
割
面

も
）
一
五
枚
が
主
要
部
で
あ
る
。
そ
し
て
体
裁
は
全
体
が
縦
三
十

五
・
五
叫
横
二
十
七
・
五
ｍ
で
Ｂ
４
判
に
比
べ
縦
が
僅
か
に
短

い
大
き
さ
で
、
内
容
の
印
刷
は
各
頁
共
Ｂ
５
判
の
範
囲
に
現
在
は

っ
き
り
し
て
い
て
判
読
不
能
の
箇
所
は
な
く
、
綴
込
み
も
確
実
で

あ
る
。症

例
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
三
十
九
例
ま
で
二
二
七
頁
ま
で
）

浮
腫
を
呈
し
た
例
（
皀
口
詞
○
朋
留
）
で
、
そ
の
中
二
十
三
例
ま
で

は
腎
不
全
の
例
と
な
っ
て
、
そ
の
次
に
剖
検
し
た
腎
病
理
所
見
に

つ
い
て
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
概
ね
３
型
に
分

け
て
の
三
頁
半
に
及
ぶ
観
察
で
、
図
版
Ｉ
か
ら
Ｖ
ま
で
の
説
明
も

当
然
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
い
て
治
療
に
つ
い
て
の
考
察
が
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こ
の
後
に
は
肺
の
炎
症
例
、

同
様
の
呈
示
と
な
っ
て
い
る
。

巻
末
の
図
版
は
、
上
述
の
に

約
四
頁
で
、
夫
々
の
呈
示
の
中
に
随
所
に
見
ら
れ
る
処
方
の
功
罪

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
頁
を
新
し
く
し
て
、
化
学
者
ボ
ス
ト
ッ
ク
白
。
ご
〕
国
。
、
８
９
〈

弓
国
‐
畠
念
）
に
ブ
ラ
イ
ト
医
師
が
度
々
届
け
た
尿
、
血
液
に
つ
い

て
の
観
察
と
検
査
の
結
果
の
三
回
の
報
告
の
内
容
が
「
前
述
症
例

の
尿
の
化
学
的
特
性
の
観
察
」
の
見
出
し
で
十
頁
に
わ
た
り
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
、
尿
の
比
重
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
、
尿
素

と
食
塩
の
比
の
事
な
ど
が
夫
々
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
尿
の
化
学
分
析
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
人
の
有
機
化
学
者
プ

ラ
ウ
ト
（
弓
筥
国
日
卑
○
昌
弓
駅
‐
扇
ｇ
）
の
協
力
が
多
大
な
の
で
あ

る
が
、
こ
の
事
は
ボ
ス
ト
ッ
ク
の
手
紙
や
本
書
の
所
々
に
触
れ
ら

れ
て
い
る
。

次
に
は
ホ
ヂ
キ
ン
医
師
（
弓
言
ョ
“
ぬ
函
。
縁
蚕
。
弓
麗
‐
昂
急
）
か

ら
の
手
紙
、
肝
性
、
心
性
浮
腫
患
者
の
例
が
呈
示
さ
れ
、
再
び
ボ

ス
ト
ッ
ク
か
ら
の
報
告
が
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
に
は
肝
組
織
へ
の
薬

品
に
よ
る
試
験
、
胆
汁
の
検
査
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
後
に
は
肺
の
炎
症
例
、
肺
結
核
の
症
例
、
腸
疾
患
の
例
の

上
述
の
順
序
に
よ
り
腎
の
次
に
Ⅵ
か
ら
肝
、

肺
、
大
腸
、
小
腸
と
幻
ま
で
鮮
や
か
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

作
業
は
メ
ゾ
テ
ィ
ン
ト
法
（
ョ
の
間
目
目
８
目
角
且
四
房
）
と
よ
ば

れ
る
銅
版
画
法
で
、
ブ
ラ
イ
ト
医
師
の
指
揮
に
よ
り
画
家
の
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
セ
イ
（
印
ａ
①
凰
呉
国
の
冨
己
の
島
畠
獣

‐
房
認
）
と
父
親
の
銅
板
彫
刻
家
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・
セ
イ
（
言
三
国
日

の
亀
弓
馬
‐
屍
望
）
が
行
っ
て
い
る
。

本
書
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
ブ
ラ
イ
ト
医
師
の
示
し
た
腎
臓
病

の
概
念
は
約
一
世
紀
に
わ
た
り
、
ブ
ラ
イ
ト
氏
病
と
し
て
研
究
さ

れ
て
来
た
事
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

そ
し
て
ブ
ラ
イ
ト
医
師
が
、
彼
同
様
に
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
（
圏
冒
，

ｇ
『
召
）
に
関
係
の
あ
る
著
明
な
化
学
者
ボ
ス
ト
ッ
ク
、
プ
ラ
ウ
ト

の
協
力
を
得
た
事
は
誠
に
幸
運
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
八
三
○
年

代
よ
り
進
歩
し
た
化
学
分
析
は
、
国
‐
詞
３
①
》
弓
８
日
日
員
蜀
呂
‐

言
、
弓
①
里
》
国
９
８
‐
旨
ご
＄
等
に
よ
り
臨
床
検
査
へ
の
応
用
が
始

ま
る
の
で
あ
る
。

（
柏
崎
市
・
会
田
内
科
医
院
）
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